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的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た

の
納
税
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
今
ま
で
納
付
書
や
口
座
振
替
等
で

納
付
い
た
だ
い
て
い
た
公
的
年
金
に
係
る

市
・
県
民
税
が
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）

さ
れ
ま
す
。
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◇
◇
◇
◇
◇

◆
対
象
に
な
る
か
た

　

市
・
県
民
税
の
納
税
義
務
者
の
う
ち
、

前
年
中
に
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る

か
た
で
、
当
該
年
度
の
初
日
（
４
月
１
日
）

に
老
齢
基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る　
６５

歳
以
上
（
平
成　

年
度
は
昭
和　

年
４
月

２１

１９

２
日
以
前
生
ま
れ
）
の
か
た

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

か
た
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
当
該
年
の
１
月
１
日
以
降
、
引
き
続
き

那
珂
市
に
住
所
を
有
し
な
い
か
た

○
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ

れ
て
い
な
い
か
た 

○
老
齢
基
礎
年
金
等
の
給
付
年
額
が　

万
１８

円
未
満
の
か
た

○
特
別
徴
収
の
税
額
が
対
象
に
な
る
年
金

の
給
付
額
を
超
え
る
か
た

公

◆
対
象
と
な
る
年
金

　

老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、
退

職
共
済
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
で
す
。（
介

護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
年

金
）

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
特
別
徴
収
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。　

◆
特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額

　

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
対
す
る
税
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額
が
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。
給
与
所
得
や

�
�

�不
動
産
所
得
な
ど
公
的
年
金
以
外
の
所
得

に
対
す
る
税
額
は
、
年
金
か
ら
は
特
別
徴

収
さ
れ
ず
、
別
途
普
通
徴
収
（
納
付
書
お

よ
び
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
）
ま
た
は
給

与
か
ら
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
の
開
始
時
期

　

平
成　

年　

月
支
給
分
か
ら
開
始
し
ま

２１

１０

す
。

◆
特
別
徴
収
の
方
法

　

特
別
徴
収
を
開
始
す
る
年
度
ま
た
は
新

た
に
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
っ
た
年
度

は
、
年
税
額
の
２
分
の
１
を
上
半
期
（
６

月
、
８
月
）
に
普
通
徴
収
し
、
残
り
の
２

分
の
１
を
下
半
期
（　

月
、　

月
、
２
月
）

１０

１２

に
年
金
か
ら
特
別
徴
収
し
ま
す
。

公
的
年
金
か
ら

市
・
県
民
税
が
特
別
徴
収

（
天
引
き
）さ
れ
ま
す

税務課　市民税係
�２９８－１１１１
（内線１６５・１６６）

問い合わせ

特　別　徴　収
（年金天引き）

普　通　徴　収
（納付書および口座振替により納付）徴収方法

下　半　期上　半　期
徴　収　月

２月（翌年）１２月１０月８月６月

年税額の
６分の１

年税額の
６分の１

年税額の
６分の１

年税額の
４分の１

年税額の
４分の１

徴収税額
年税額の２分の１を１０月・１２月・２月の３回に分けて
年金から特別徴収します

年税額の２分の１を、第１期６月・第
２期８月の２回に分けて徴収します

１．特別徴収を開始する年度

特　別　徴　収（年金天引き）
徴収方法

本　徴　収仮　徴　収

下　半　期上　半　期
徴　収　月

２月（翌年）１２月１０月８月６月４月

年税額から上半期
に仮徴収した額を
差し引いた残額の
３分の１

年税額から上半期
に仮徴収した額を
差し引いた残額の
３分の１

年税額から上半期
に仮徴収した額を
差し引いた残額の
３分の１

前年度の
下半期分の
税額の３分の１

前年度の
下半期分の
税額の３分の１

前年度の
下半期分の
税額の３分の１徴収税額

年税額から上半期に仮徴収した額を差し引いた残額を１０
月・１２月・２月の３回に分けて年金から特別徴収します

前年度の下半期分の税額に相当する額を４月・６
月・８月の３回に分けて年金から特別徴収します

２．前年度から継続して特別徴収する年度
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特　別　徴　収（年金天引き）
徴収方法

本　徴　収仮　徴　収

下　半　期上　半　期
徴　収　月

２月（２３年）１２月１０月８月６月４月

４，０００円４，０００円４，０００円６，０００円６，０００円６，０００円徴収税額

【平成２２年度：年税額３０，０００円】

●計算例
　所得が公的年金の
かたで、平成２１年度
市・県民税の税額が
３６，０００円、平成２２年
度の税額が３０，０００円
の場合

特　別　徴　収
（年金天引き）

普　通　徴　収
（納付書および口座振替により納付）徴収方法

下　半　期上　半　期
徴　収　月

２月（２２年）１２月１０月８月６月

６，０００円６，０００円６，０００円９，０００円９，０００円徴収税額

【平成２１年度：年税額３６，０００円】

◆特別徴収の中止
　次のようなかたは、年金からの特別徴収が中止となり、普通徴収により納付していただくことになります。
○年度途中で公的年金に係る年税額に変更があったかた　
○介護保険料が年金から特別徴収されなくなったかた
○那珂市から転出されたかた
○年金の現況届未提出などの理由により、年金支給が差し止められたかた
○亡くなられた場合や裁定取り消しにより、受給権を喪失されたかた
○当該支払年金支給額から所得税、介護保険料、国民健康保険税および後期高齢者医療保険料を差し引いた額が
市・県民税の特別徴収税額より少ないかた

Ｑ
１　

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
（
天
引
き
）
は
、
本
人
の
意
思

で
選
択
で
き
ま
す
か
？

Ａ
１　

地
方
税
法
に
よ
り
、
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
本
人
の
意
思
に
よ
る
選

択
は
、
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
２　

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収

さ
れ
る
こ
と
で
、
市
・
県
民
税
の

負
担
額
に
影
響
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
２　

徴
収
方
法
が
変
わ
る
だ
け

で
、
年
税
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
３　

年
金
を
２
種
類
以
上
受
給

し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
年
金
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
か
？

Ａ
３　

基
本
的
に
は
介
護
保
険
料

の
天
引
き
が
行
わ
れ
て
い
る
年
金

か
ら
特
別
徴
収
が
行
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

な
ど
の
非
課
税
年
金
か
ら
は
、
特

別
徴
収
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
４　

公
的
年
金
以
外
に
給
与
所
得
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
給
与
か
ら
公
的
年
金
所
得

に
係
る
市
・
県
民
税
に
つ
い
て
も
、
ま
と

め
て
特
別
徴
収
で
き
ま
す
か
。

Ａ
４　

こ
れ
ま
で
年
金
と
給
与
か
ら
算
出

さ
れ
た
市
・
県
民
税
を
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
た
か
た
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２１

は
給
与
に
係
る
市
・
県
民
税
は
給
与
か
ら
、

年
金
に
係
る
市
・
県
民
税
は
年
金
か
ら
特

別
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
５　

年
度
途
中
で
、
介
護
保
険
料
が
特

別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
市
・
県
民

税
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
５　

介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
で
な
く

な
っ
た
場
合
、
市
・
県
民
税
は
普
通
徴
収

に
切
り
替
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
６　

年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る

市
・
県
民
税
が
、
年
度
途
中
に
税
額
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
税
額
も
変
更
に
な
り
ま
す
か
？

Ａ
６　

年
金
に
係
る
税
額
が
変
更
に
な
っ

た
か
た
は
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
中

止
と
な
り
、
徴
収
済
額
を
除
い
た
残
額
は

普
通
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

Ｑ
７　

年
度
途
中
で
市
・
県
民
税
の
税
額

変
更
等
の
事
由
に
よ
り
特
別
徴
収
が
中
止

さ
れ
る
場
合
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収
が
再

開
さ
れ
る
の
は
い
つ
か
ら
で
す
か
？

Ａ
７　

翌
年
度
の　

月
支
給
年
金
か
ら
特

１０

別
徴
収
が
再
開
に
な
り
ま
す
。

Ａ

Ｑ
&



４

勤
・
通
学
・
日
常
の
移
動
に

勤
・
通
学
・
日
常
の
移
動
に

勤勤勤
・
通

勤
・
通

通
勤
・

通
勤
・

通
勤
・
通
学
・
日
常
の
移
動
に

交
通
を

交
通
交交交交交交交交
共
交
共
交交交

公
共
交

公
共
交

公
共
交
通通
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

通
を
通
を
通
を

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化

郡線●水郡線●水郡線●水郡線

●路線バス●路線バス●路線バス●

　

高
齢
者
や
学
生
に
と
っ
て
、
公
共
交
通
機
関
は
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
は
減
少
し
、
公
共
交

通
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
公
共
交
通
を
維
持
し
、
よ
り
便
利
に
、

快
適
に
す
る
た
め
に
、
鉄
道
や
路
線
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
大
切
な
公
共
交
通
機
関

　

車
を
持
た
な
い
高
齢
者
の
通
院
や
買
い

物
、
学
生
の
通
学
な
ど
に
お
い
て
、
公
共

交
通
機
関
は
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
け
が
や
病
気
、
高
齢
な
ど

の
た
め
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
に
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
公
共
交
通

の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
市
内
の
公
共
交
通
の
現
状

　

市
内
に
は
、
民
間
の
鉄
道
や
路
線
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
が

運
行
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
民
の
大
半
は
便
利
な
マ
イ

カ
ー
で
の
移
動
が
中
心
と
な
り
、
公
共
交

通
機
関
の
利
用
者
は
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
公
共
交
通
機
関
は
、
便
数

の
削
減
や
路
線
の
廃
止
、
運
賃
の
引
き
上

げ
な
ど
の
対
応
を
せ
ま
ら
れ
、
ま
す
ま
す

利
用
者
が
減
少
す
る
と
い
う
悪
循
環
を
招

い
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
路
線
に
お
い
て
赤
字
運
行
と
な
っ
て

お
り
、
市
で
一
部
を
補
助
し
て
い
る
状
況

で
す
。
路
線
バ
ス
の
維
持
は
皆
さ
ん
の
利

用
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

●
市
の
福
祉
循
環
バ
ス

　

市
で
は
日
中
の
移
動
手
段
の
な
い
高
齢

者
な
ど
の
通
院
や
買
い
物
の
た
め
に
、
だ

れ
で
も
利
用
で
き
る
福
祉
循
環
バ
ス
を
運

行
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
改
善
を
し
な
が

ら
、
運
行
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。（
路
線
・
時
刻
表
な
ど
詳
細

は
、
福
祉
課
ま
で
）

●
も
っ
と
便
利
で
快
適
な
公
共
交
通
機
関

に
す
る
た
め
に

　

鉄
道
や
路
線
バ
ス
は
、
利
用
者
の
状
況

に
あ
わ
せ
て
便
数
や
時
刻
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
利
用
者
が
増
加
す
れ
ば
、
便
数
の

増
加
や
、
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

通
勤
や
通
学
、
日
常
生
活
の
移
動
手
段

と
し
て
、
で
き
る
だ
け
鉄
道
や
路
線
バ
ス

な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

●
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

　

環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
で
の
移

動
の
ほ
う
が
、
個
々
に
車
を
利
用
す
る
よ

り
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
大
幅
な
軽
減
に

な
り
ま
す
。

●
公
共
交
通
に
乗
っ
て
新
し
い
発
見

　

市
内
に
は
車
で
通
る
だ
け
で
は
気
づ
か

な
い
す
ば
ら
し
い
景
色
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
電
車
、
バ
ス
に
乗
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

地
球
に
優
し
い
公
共
交
通
を
上
手
に
利

用
し
、
公
共
交
通
を
維
持
、
活
性
化
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

企
画
課
企
画
調
整
係

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
３
２
）

問い
合わせ



広報なか５月号５

公共交通に関するアンケート調査結果
　市では、公共交通利用の現状や、今後の対応などについてのご意見を聞くために、
昨年８月に「公共交通に関するアンケート」を実施しました。
　主な回答結果は以下のとおりです。

80代以上 
5% 20代 

7%

30代 
    11%

70代 
13%         

40代 
15%  

60代 
   22%

50代 23%

10代 
4%

男 
42%

女 
58%

【回答者の状況】 

１６歳以上市民２，０００人（無作為抽出）
（アンケート用紙を２枚同封し、家族にも協力を依頼）

８４５世帯（４２．３％）　１，５０３通（３７．６％）

主な交通手段は、自動車での移動が８割を占めている。
・公共交通の利用目的は、通勤・通学、買物、観光、通院などでした。
・福祉循環バスに対する市民の意見としては、運行方法の改善をして、バス
による運行は継続するという意見が大半でした。

・福祉循環バスの改善策については、路線や時刻表、停留所の周知をして欲
しいとの意見が多くありました。その他、バスの小型化や有料化、デマン
ドタクシーの運行などの意見がありました。

対 象 者

回収結果

結 果

　

昨
年　

月
か
ら
地
域
公
共
交

１０

通
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
２

月
ま
で
に
４
回
会
議
が
開
催
さ

れ
、
市
内
の
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
検
討
の
結
果
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
検
討
結
果
の
ま
と
め
（
概
要
）

�
市
の
実
施
す
る
公
共
交
通
対
策

　
「
福
祉
循
環
バ
ス
」
は
、
当
面
継
続
し

て
運
行
す
る
こ
と
と
し
、
路
線
・
ダ
イ

ヤ
の
改
善
や
、
路
線
図
、
時
刻
表
の
配

布
に
よ
り
利
便
性
を
高
め
、
一
般
市
民

も
利
用
し
や
す
い
、
有
料
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
な
ど

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
た

が
、
費
用
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
検
討
を
し
て
い
く

こ
と
。

�
民
間
と
連
携
し
て
実
施
す
る
公
共
交

通
対
策

　

民
間
事
業
者
と
市
が
連
携
し
て
、
運

行
改
善
や
利
用
促
進
な
ど
を
実
施
し
、

公
共
交
通
の
維
持
存
続
や
、
活
性
化
を

進
め
る
こ
と
。

�
広
域
的
な
公
共
交
通
の
連
携

　

近
隣
市
町
村
と
連
携
し
、
公
共
交
通

の
活
性
化
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

�
活
性
化
の
た
め
の
利
用
促
進
対
策

　

駅
周
辺
の
環
境
整
備
や
、
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
推
進
す
る
な
ど
、

利
用
促
進
対
策
を
す
る
こ
と
。
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路線拡大や 
増便で、 
便利にすべき 
24%

その他 
7%

わからない 
19%

利用率の低い路線は 
減便や廃止 
23%

すべて 
廃止すべき 
6%

現在の 
運行で継続 
21%

●福祉循環バス

��������	
��

　７月に１週間、福祉循環バス
全ルートに乗り、聞き取り調査
を実施しました。
　利用者からはおおむね満足し
ているとのことで、重要な交通
手段であり、残して欲しいとい
う意見が大半でした。
【期間中利用者数：４９４人】
【アンケート総数：１６２件】



６

平
成
21
成
21
年年
4
年
4
月月
1
月
1
日
〜
平
成

日

22
成
22
年年
3
年
3
月月
31
月
31
日
ま
で
に

日

75
に
75
歳
に
な
る
か
た

歳

��������

（特定健康診査は、加入している保険によって受け方が異なります。）

��

受
診
日
に　

歳
の
か
た
は

７４

こ
ち
ら
の
健
診
が
対
象

受
診
日
に　

歳
の
か
た
は

７５

こ
ち
ら
の
健
診
が
対
象

健康診査を受けたかたには、保健師や管理栄養士が
結果の説明や生活習慣病予防の相談に応じます。

４０歳～７４歳　那珂市国民健康保険被保健者証をお使いのかた

○対象となるかたは、以下のとおりです。

●料金　無料
●健診内容
　身長、体重、血圧、
　血液検査（中性脂肪・ＨＤＬ・ＬＤＬ・ＧＯＴ
　・ＧＰＴ・γ- ＧＴＰ・ＨｂＡ１ｃ）、尿検査（蛋白・糖）
●受け方
　昨年受診したかたには、案内を送ります。
　受診していないかたは、市健康推進課へお申し込みください。

健診当日は「健康保険証（後期高齢者医療被保険者証）」をお持ちください。注意

７５歳以上　（一定の障害があるかたは６５歳以上）
後期高齢者医療被保険者証をお使いのかた

後期高齢者医療被保険者証

●料金
　　　１，３００円
●健診内容
　身長、体重、腹囲、血圧、
　血液検査（中性脂肪・ＨＤＬ・ＬＤＬ・ＧＯＴ・ＧＰＴ
　・γ- ＧＴＰ・血糖・ＨｂＡ１ｃ・尿酸・クレアチニン）、
　尿検査（蛋白・糖）、心電図検査
●受け方
　６月中に市保険課から対象者全員に「特定健康診査受診券」を送ります。

健診当日は「健康保険証（那珂市国民健康保険被保険者証）」と「特定健康診査受
診券」をお持ちください。

注意

検査料金７，２４５円のところ、
自己負担１，３００円で受けることができます。

高血圧、糖尿病、脂質
異常症、痛風、腎臓病、
心臓病などが分かりま
す。
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申し込み料金対象者検査方法・検査でわかること検診名

昨年受診した
かたには、案
内 を 送 り ま
す。

受診していな
いかたは、市
健康推進課へ
お申し込みく
ださい。

４００円４０歳以上胸部のＸ線撮影で、肺がんや結核
を見つけます。胸部レントゲン検診

１，０００円

胸部レントゲン検診
受診者で、たばこの
本数や自覚症状によ
り検査が必要なかた

痰を３日間とり、肺がんを見つけ
ます。喀 痰 細 胞 診

５００円４０歳以上便を２日間とり、大腸がんを見つ
けます。大 腸 が ん 検 診

１，３００円４０歳～７４歳バリウムを飲んでＸ線撮影し、胃
がんを見つけます。胃 が ん 検 診

１，０００円

２０歳以上の女性子宮頸部の細胞をとり、子宮頸が
んを見つけます。

子 宮 が ん 検 診
（集団検診）

市健康推進課
へお申し込み
ください。

２，０００円子 宮 が ん 検 診
（医療機関）

９００円２５歳～５６歳の女性乳房を超音波で検査し、乳がんを
見つけます。超 音 波

乳
が
ん
検
診

１，５００円４０歳～４９歳の女性
乳房をＸ線撮影し、乳がんを見つ
けます。

マンモグラフィ
２方向

９００円５０歳～６５歳の女性マンモグラフィ
１方向

７００円５０歳～７４歳の男性
（２年に１回の検診）

血液検査で、前立腺炎や前立腺が
んを見つけます。前 立 腺 が ん 検 診

９００円４０歳のみ血液検査で、Ｂ型・Ｃ型肝炎を見
つけます。肝炎ウイルス検診

無料６５歳以上
問診により、加齢に伴う心身の機
能低下を判定し、該当者には、介
護予防教室等の案内を送ります。

生 活 機 能 評 価

１，５００円３０歳～３９歳
身長、体重、腹囲、血圧、血液検
査、尿検査を行い、生活習慣病を
見つけます。

生活習慣病予防健診

総合保健福祉センター「ひだまり」
健康推進課　成人保健係　
�２７０－８０７１

申し込み・
問い合わせ

健診日時、会場について
「平成２１年度各種健康診査年間日程表」（３月に全戸配布済み）、
おしらせ版、市ホームページをご参照ください。
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【那珂市食育推進計画 ２ 】

　

私
た
ち
の
住
む
那
珂
市
は
、
四
季
を
通

じ
て
豊
か
な
自
然
環
境
や
、
恵
ま
れ
た
地

理
的
条
件
を
持
ち
備
え
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
条
件
を
活
か
し
、
家
庭
は
も
と
よ

り
、
地
域
、
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

食
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
・
団
体

な
ど
が
連
携
し
た
食
育
を
市
民
運
動
と
し

て
展
開
し
、
那
珂
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
人
に
や
さ
し
く
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
」

が
身
近
で
現
実
の
も
の
と
な
る
よ
う
、

様
々
な
取
り
組
み
を
繰
り
広
げ
、
健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
元
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
食
育
」
を
通
じ
て
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
が
、
心
や
身
体
の
健
康
と
豊

か
な
人
間
性
を
形
づ
く
る
た
め
に
、
食
に

関
す
る
知
識
と
食
を
選
択
す
る
力
を
身
に

つ
け
、
調
和
の
と
れ
た
食
生
活
を
自
ら
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
食
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
那
珂
市
の
基
本
目
標
を
達
成
す
る

た
め
、
食
育
を
支
え
る
三
つ
の
柱
と
七
つ

の
施
策
に
よ
り
、
食
育
推
進
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

三
つ
の
柱
と
は
、
一
つ
は
、
食
を
通
し

て
健
康
的
な
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
「
子

ど
も
の
発
育
に
応
じ
た
食
育
」。
二
つ
目

は
、
食
生
活
と
食
習
慣
か
ら
健
康
を
維
持

し
て
い
く
「
生
活
習
慣
病
予
防
の
食
育
」。

三
つ
目
は
、
食
に
関
し
理
解
と
関
心
を
深

め
る
た
め
の
情
報
提
供
や
連
携
し
た
活
動

を
推
進
す
る
「
地
産
地
消
と
食
に
関
す
る

理
解
と
関
心
の
増
進
」
を
那
珂
市
の
柱
と

し
ま
す
。

　

こ
の
三
つ
の
柱
に
、
七
つ
の
施
策
（
下

記
）
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。
更
に
、
施
策
そ
れ
ぞ
れ
に
、

問
題
の
解
明
や
内
容
の
理
解
の
上
で
重
要

な
手
掛
か
り
と
な
る
、
食
育
を
応
援
す
る

た
め
の
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
け
ま
し

た
。

那
珂
市
の
基
本
目
標

三
つ
の
柱
と
　
　
　

　
　
　
七
つ
の
施
策

〇茨城県保健福祉部保健予防課
　　　　　　�３０１－３２２９
〇総合保健福祉センター

「ひだまり」
　市健康推進課　総務企画係
　　　　　　�２７０－８０７１

申し込み・問い合わせ

　

食
育
の
方
向
性
を
示
し
、
こ
れ
を
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、
那
珂
市
食
育
推
進
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　

食
べ
る
こ
と
は
、
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、「
食
育
」
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

健
全
な
心
身
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
不

可
欠
な
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
発
育
に
応
じ
た
食
育

　

健
全
な
食
習
慣
な
ど
を
通
し
て
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
心
身
の
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

〇
乳
幼
児
期
か
ら
の
食
育
推
進

〇
家
庭
・
学
校
な
ど
が
連
携
し
た
食
育
の
推
進

生
活
習
慣
病
予
防
の
食
育

　

食
か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
健
全
な
食
生

活
・
食
習
慣
な
ど
の
普
及
を
推
進
し
ま
す
。

〇
健
康
状
態
に
合
わ
せ
た
、
相
談
・
指
導
の
充
実

〇
食
生
活
改
善
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

地
産
地
消
と
食
に
関
す
る
理
解
と
関
心
の
増
進

　

食
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
の
情
報
提
供

や
、
食
に
関
わ
る
関
係
者
が
連
携
し
た
活
動
を
推
進
し
ま

す
。

〇
生
産
者
と
消
費
者
に
よ
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み

〇
農
林
漁
業
の
多
様
な
体
験
と
情
報
提
供

〇
食
育
啓
発
活
動
の
推
進

施策施策施 策

��������	�
��

健康づくり　・・・・　生活習慣の改善と健康増進のための健康づくり
人づくり　・・・・・　子どもの健全な成長のための人づくり
食づくり　・・・・・　環境と調和のとれた地域農業のための食づくり
安心づくり　・・・・　多様な情報を伝える安心づくり
暮らしづくり　・・・　食文化継承のための暮らしづくり
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那
珂
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー「
つ
ぼ
み
」に
、
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
が
増
え
、
平
成　

年
４
月
６
日
リ

２１

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

室
内
は
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
（
主

に
３
歳
前
後
の
児
童
）、
あ
そ
び
の

ス
ペ
ー
ス
（
主
に
０
〜
２
歳
前
後
の

乳
幼
児
）
と
な
り
、
親
と
子
、
子
ど

も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
で
は
、
リ
ズ
ム
の
広
場
、（
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
）等
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
親
子
一
緒
に
楽
し
く
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
子
育

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
お
よ
び

育
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

フ
レ
ン
ド
リ
ー
保
育
（
３
歳
児
親
子

対
象
）、
父
と
子
の
広
場
、
子
育
て
教

室
、
各
種
育
児
講
座
、
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
等
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
「
つ
ぼ
み
」
で
は
、
子
育
て
に
つ
い

て
悩
み
を
お
持
ち
の
か
た
の
相
談
に

も
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
、「
つ
ぼ
み
」
で
親
子
の
ふ
れ

あ
い
や
友
だ
ち
遊
び
を
と
お
し
た
健

や
か
な
子
育
て
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

�������「フラワー」の皆さんは、
子育てライフを共に楽しもうと、活動計
画についての話し合う場、今後の活動の
場として利用されています。

�������ができました。人
気を集めている「ハイパーサーク
ル」や「かばさん」で親子遊びが
楽しめます。

備　　考場　　　所日　　　時対　象内　容事業名

該当するかたには
個別通知します菅谷保育所

【６月】①６日／②１３日
【９月】①５日／②１２日
【１１月】①７日／②１４日
【２月】①６日／②１３日

２歳６か月
～２歳８か
月児

「親子で遊ぼう」
と講話（①子育て
②発達・保健）

子育て
教室

有 料（保 険・教 材
費）／要登録／８
月は休み
全小学校区が対象

①額田②ふれあいセンターよ
しの③五台④菅谷⑤菅谷西（各
学童保育所とふれあいセン
ター等５か所）

週２回開催（５月～２月）
９：３０～１１：３０

①②③会場は火・木曜日
④⑤会場は水・金曜日

３歳児
学区を中心に
仲間づくりを
しよう！

フレンド
リー保育

無　料
子育て支援センター「つぼみ」月～金曜日

９：００～１７：０００歳児～
就学前児

情報交換の場や親
子遊びの場を提供

あそびの
広場

本米崎学童保育所月・火・水曜日
９：００～１４：００

無料／直接会場ま
でお越しください
／専任講師が指導
します

菅谷保育所
５月１４日、６月１１日、７月９日、
９月１０日、１０月１５日　　　　　

１０：３０～１１：００２・３歳児
親子が中心

リトミック
リズムの
広場

子育て支援センター「つぼみ」
４月１７日、８月７日、１１月２０日、
１月１５日、３月１２日　　　　　

１０：００～１０：４０
エアロビクス

無料／お父さんが
参加してください

菅谷保育所の庭
（雨天時は室内）

第２・第４土曜日
９：３０～１１：３０２歳児位～お父さんの保育を

応援！
父と子の
広場

��������	
������

��������	
������������������������

※上記は概要を示したものです。詳細は、市地域子育て支援センター「つぼみ」までお問い合わせください。

������
������

�����
「つぼみ」がリニューアルオープ
ンしました



１０

　市役所では、国の景気対策として実施
される定額給付金事業について、市民に
対し迅速かつ確実でスムーズな給付がで
きるよう、平成２１年３月１日付けで臨時
的に『定額給付金対策室』を設置しまし
た。
　また、平成２１年４月１日には、平成２１
年度から５年間で実施する「那珂市財政
健全化プラン」を集中的に進行管理し、
行財政改革を強力に推進するため『行財
政改革推進室』を設置するなど、一部組
織の改編を行いました。改正後の組織図
は、左のとおりです。
問い合わせ　総務課総務係

　　　　　　�２９８－１１１１　内線５１４

行政組織の一部を
変更しました

ノーマイカーデー運動にご参加ください
　那珂市の自動車保有台数は年々増加しており、こ
れに伴う温室効果ガスの排出量やエネルギー使用量
の増加、大気環境の悪化が懸念されています。この
ため、那珂市では５月から１０月の毎月第２週をノー
マイカーデーとし、できる限りの自動車利用自粛を

呼びかけています。市内事業者の皆さん、市民の皆
さんの積極的な参加をお願いします。
問い合わせ　環境課環境保全係

　　　　　　�２９８－１１１１　内線２５５

��������	�
�
●平成２１年５月から１０月までの６か月間
●毎月第２週のうち１日以上の日で、各自が選定した日

��������������������

○電車やバスなどの公共機関を利用した通勤、自転車や徒歩での通勤を心がけましょう。

○やむを得ず自動車で通勤するときには、乗り合わせやエコドライブに心がけましょう。

①ふんわりアクセル ｅ スタート
イー

※車の発進をやさしく、スムーズに
行いましょう。

②加減速の少ない運転
③早めのアクセルオフ
④エアコンの使用を控えめに
⑤アイドリングストップ
⑥暖機運転は適切に
⑦道路交通情報の活用
⑧タイヤの空気圧をこまめにチェック
⑨不要な荷物は積まずに走行
⑩駐車場所に注意

��
��
��

��
��
��

���
��
�

���
��
� 　昨年、那珂市の実施期間に事業者のか

たがたにもご協力をいただきノーマイ
カーデーを実施しました。協力事業者は
次のとおりです。（順不同・敬称略）
・株式会社水戸ニコンプレシジョン
・水戸農業高等学校
・社会福祉法人ナザレ園
・社会福祉法人豊潤会　ゆたか園
��������	�
����

�������

��������	

●組織図（変更箇所のみ）

企画調整係
広 報 係

定額給付金対策室

Ｉ Ｔ 係
統 計 係

社会福祉係
保 護 係
障害者支援係
高齢者支援係

市民相談室 市民相談係

秘 書 係

行財政改革推進係

（地域包括支援センター指導含む）

行財政改革推進室

市
長
公
室

保
健
福
祉
部

福
祉
事
務
所

秘書課

企画課

福祉課

市 長

副市長

～～



広報なか５月号１１
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　那珂市政治倫理審査会委員の任期満了に伴い、平
成２１年第１回那珂市議会定例会での同意を得て、６
人のかたに市長から委嘱状を交付しました。
　政治倫理審査会の委員は、市条例により６人のう
ち３人を「識見を有する者」から、３人を市民の公
募により選出することとなっており、４人を再任し
２人が新任となりました。なお、任期は、平成２１年
４月１日から平成２３年３月３１日までの２年間です。
●政治倫理審査会とは？

　市の条例により政治倫理基準を定め、市長、副市
長、教育長および市議会議員がその基準に抵触する
行為について市民から調査請求があった場合に、そ
の内容について調査を行う諮問機関です。
●政治倫理基準の内容は？

①自己の地位を利用していかなる金品も授受をしな
いこと。
②市が行う許・認可、契約等について、特定の企業、
個人等に有利な取り計らいをしないこと。
③市長および議員は、政治活動に関して会社その他
団体から寄附を受けないこと。
④議員は、市職員の採用に関して、特定個人の推薦、
紹介をしないこと。

●調査請求権とは？

　市民のかたは、当該者の行為が政治倫理基準に違
反する疑いがあると認められるときは、３０人以上の
連署とそれを証明する資料を添えて調査請求するこ
とができます。
■政治倫理審査会委員（敬称略）

再任後台矢�　　健会　長

識見者 再任瓜連綿引　秀栄副会長

再任瓜連寺門　弘道委　員

再任豊喰川�　敏明委　員

公募者 新任横堀平山　正勝委　員

新任中里小圷　宏治委　員

那珂市政治倫理審査会委員の皆さん（小宅市長を囲んで）

��������
����������

　船橋正夫教育委員の任期満了に
伴い、３月の市議会定例会での同
意を得て、新たに佐藤康雄委員を
任命しました。任期は平成２１年４
月１０日から平成２５年４月９日まで
の４年間です。

■佐藤康雄氏（田崎）

���������
������

　自衛官募集相談員の任期満了に伴い、那珂市長および自衛隊
茨城地方協力本部長との連名で、５人の相談員を委嘱しまし
た。５人の相談員はいずれも再任となり、任期は平成２１年４月
１日から平成２３年３月
３１日までの２年間で
す。
◆自衛官募集相談員

　（順不同、敬称略）

　中村　　健（中台）
　海野　　勇（　杉　）
　澤幡　隆夫（門部）
　藤咲　富男（菅谷）
　萩野谷静男（中里）

市長、自衛隊茨城地方協力本部長ほか、
関係者と伴に自衛官募集相談員の皆さん



１２
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　那珂市では、平成２０年度から実施している「ふるさとづくり寄付制度」の対象事業を従来の４事業から
下記の５事業に拡充し、より寄付者の思いを実現化することにより、多様な人々の参加による個性豊かな
活力あるふるさとづくりを行っていきます。
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「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
、
地
方
税
法
等

の
改
正
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
応

援
し
よ
う
と
い
う
か
た
の
想
い
を
実
現
す

る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
へ
寄
付
を
し
た

場
合
に
、
寄
付
額
の
５
、
０
０
０
円
を
超

え
る
分
を
、
所
得
税
や
個
人
住
民
税
か
ら

控
除
す
る
も
の
で
す
。

◆
寄
付
に
か
か
る
手
続
き

①「
寄
付
申
込
書
」
に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
市
財
政
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
払
い
込
み
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

②
お
送
り
し
た
払
い
込
み
用
紙
に
よ
り
寄

付
金
の
納
入
を
し
て
く
だ
さ
い
。（「
現

金
書
留
」、「
持
参
」
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
）

◆
寄
付
金
控
除
の
概
要

　

寄
付
金
の
う
ち
、
５
、
０
０
０
円
を
超

え
る
額
が
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税

の
所
得
控
除
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人

住
民
税
に
つ
い
て
は
、
税
額
控
除
方
式
に

よ
り
、
お
お
む
ね
個
人
住
民
税
所
得
割
の

１
割
を
限
度
と
し
て
、
控
除
と
な
り
ま

す
。

　

所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
控
除
を
受
け

る
に
は
、
確
定
申
告
ま
た
は
住
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

※
ご
注
意

　
「
寄
付
申
込
書
」の
提
出
の
な
い
か
た
に
、

払
い
込
み
案
内
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詐
欺
行
為
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
�
２
９
８
・
１
１
１
１

寄
付
に
関
す
る
こ
と

　

財
政
課
財
政
係　

内
線
５
２
２
・
５
２
３

申
告
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
市
民
税
係　

内
線
１
６
５
・
１
６
６

特例控除は住民税所得割の１割が上限 

（年収７００万円・個人住民税所得割３０万円）
４０,０００円を寄付した場合

�������（夫婦、子ども２人）

����������	�
�
��������	
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　那珂市民の皆様、「那珂市で生まれ、育ち、学び、遊んだ」、そうした那珂市
にご縁のあるかた、また、「八重桜がすばらしい」「ひまわりがきれいだった」
「毎年白鳥を見に行っている」など、那珂市に愛着を持っているかた、皆様のふ
るさと那珂市を応援してください。



広報なか５月号１３
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５
月　

日
の
制
度
開
始
以
降
、
事
件
が

２１

起
訴
さ
れ
、
裁
判
の
日
程
が
決
ま
っ
た
段

階
で
、
水
戸
地
方
裁
判
所
は
、
昨
年
の
秋

に
作
成
し
た
裁
判
員
候
補
者
名
簿
（
県
内

に
お
い
て
は
７
６
０
０
人
）
の
中
か
ら
、

そ
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
を
く
じ
で
選

び
ま
す
。
く
じ
で
選
ば
れ
る
人
数
は
通
常

１
件
当
た
り　

人
か
ら　

人
程
度
で
す
。

５０

７０

　

く
じ
で
選
ば
れ
た
裁
判
員
候
補
者
の
か

た
が
た
に
は
、
裁
判
員
を
選
ぶ
手
続
（
選

任
手
続
）
の
日
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た

だ
く
た
め
の
お
知
ら
せ
を
選
任
手
続
の
日

の
６
週
間
前
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。
裁

判
員
候
補
者
の
か
た
が
た
に
は
あ
わ
せ
て

質
問
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

質
問
票
で
は
、
裁
判
が
行
わ
れ
る
日
程

を
前
提
に
裁
判
員
と
な
る
こ
と
を
辞
退
す

る
申
し
出
の
有
無
お
よ
び
そ
の
事
情
等
を

お
尋
ね
し
ま
す
。
質
問
票
に
記
載
さ
れ
た

内
容
か
ら
辞
退
事
由
に
当
た
る
こ
と
が
明

ら
か
な
場
合
、
裁
判
所
は
事
前
に
辞
退
を

認
め
、
選
任
手
続
の
た
め
に
裁
判
所
ま
で

出
向
か
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
し
ま
す
。
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�
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殺
人
罪

強
盗
致
死
傷
罪

傷
害
致
死
罪

危
険
運
転
致
死
罪

現
住
建
造
物
等
放
火
罪

身
の
代
金
目
的
誘
拐
罪　

な
ど

��������

　

選
任
手
続
の
当
日
は
、
裁
判
員
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
く
事
件
の
概
要
を
説
明

し
、
被
告
人
や
被
害
者
と
知
り
合
い
か
な

ど
、
公
平
な
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
よ
う
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
か
ど
う
か

を
お
尋
ね
し
ま
す
。
ま
た
、
事
前
質
問
票

記
載
後
の
変
更
点
の
有
無
に
つ
い
て
も
伺

い
ま
す
の
で
、
こ
の
段
階
で
辞
退
を
申
し

出
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
裁
判
所
は
辞
退
が
認
め
ら

れ
る
事
情
が
あ
る
か
ど
う
か
、
公
平
な
裁

判
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
特
別

な
事
情
が
あ
る
か

ど
う
か
な
ど
を
判

断
し
、
辞
退
な
ど

が
認
め
ら
れ
た
か

た
以
外
の
裁
判
員

候
補
者
の
中
か

ら
、
く
じ
で
６
人

の
裁
判
員
を
選
び

ま
す
。

▲裁判員候補者待機室

��������
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裁
判
員
候
補
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
生

活
の
平
穏
を
守
る
た
め
、
裁
判
員
候
補
者

に
な
っ
た
こ
と
を
公
に
す
る
こ
と
は
法
律

上
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。「
公
に
す
る
」と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公
表
す
る
な

ど
、
裁
判
員
候
補
者
に
な
っ
た
こ
と
を
不

特
定
多
数
の
人
が
知
り
得
る
状
態
に
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。
休
暇
を
取
っ
た
り
、

相
談
を
し
た
り
す
る
た
め
に
会
社
の
上
司

や
同
僚
、
家
族
に
話
を
し
、
書
類
を
見
せ

る
こ
と
は
全
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
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裁判員制度の実施後も、皆様
にさまざまな情報をお知らせ
していきます。裁判員制度の

詳細については、裁判員制度ウェブサイ
トでも紹介しています。
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▼裁判員裁判棟

約２割 

約５割 

約２割 

約１割 

２日以内 

３日以内 

５日以内 

５日超 
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１４

　

那
珂
市
農
業
活
動
拠
点
施
設

「
芳
野
農
産
工
房
」・「
芳
野
市
民
農

園
」
竣
工
式
典
が
３
月　

日
に
開

２９

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

芳
野
農
産
工
房
は
、
地
域
で
生

産
さ
れ
た
農
産
物
を
地
域
で
消
費

す
る
「
地
産
地
消
」
の
取
り
組
み

の
推
進
、
地
域
農
業
の
活
性
化
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
交
流
な
ど

が
図
れ
る
研
修
施
設
と
し
て
、
ま

た
、
芳
野
市
民
農
園
は
農
業
体
験

を
通
じ
て
農
業
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
施
設
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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下
大
賀
地
区
に
「
下
大
賀
自
主

防
災
部
」
が
結
成
し
、
３
月　

日
２８

に
結
成
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
部
は
下
大
賀
地
域
づ

く
り
委
員
会
の
部
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
今
後
は
各
部
と
連
携
し
地
域

ぐ
る
み
で
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

部
長
の
飯
田
士
朗
さ
ん
は
「
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
下

大
賀
自
主
防
災
部
が
結
成
さ
れ
た

こ
と
は
大
変
心
強
く
、
地
域
の
か

た
と
協
働
で
、
安
心
安
全
な
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

文
洞
溜
池
周
辺
で
４
月
５
日
、

恒
例
の
観
桜
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
か
た
が
た
は
、
輪

投
げ
に
興
じ
た
り
、
や
き
そ
ば
や

お
好
み
焼
き
、
肉
料
理
な
ど
に
舌

鼓
を
打
っ
た
り
と
、
待
ち
望
ん
だ

春
の
陽
気
の
中
、
世
代
を
越
え
た

交
流
を
心
行
く
ま
で
楽
し
み
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
早
咲
き
の
桜
の
花

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
咲
き
始
め
、

芳
野
農
産
工
房
と
芳
野
市
民
農
園

の
オ
ー
プ
ン
に
も
華
を
添
え
て
い

ま
し
た
。

�
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「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
」
を
運
動
の
基
本
に
し
た

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４
月

６
日
か
ら　

日
の
期
間
行
わ
れ
ま

１５

し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
４
月
８
日
、

那
珂
警
察
署
管
内
、
国
道
３
４
９

号
、
国
道
１
１
８
号
で
水
戸
農
業

高
等
学
校
の
生
徒　

人
も
参
加
し

２５

て
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
し
た
。
信
号
待
ち
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
啓
発
チ
ラ
シ
等
を
配
り
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
や
飲
酒
運

転
の
根
絶
な
ど
を
呼
び
か
け
、
交

通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

�
�
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広報なか５月号１５

　

昨
年
、
那
珂
署
管
内
で
は
振
り

込
め
詐
欺
事
件
が
７
件
発
生
し
、

被
害
総
額
は
約
１
千
万
円
に
上
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
未
だ
後

を
絶
た
な
い
振
り
込
め
詐
欺
被
害

を
、
警
察
と
金
融
機
関
が
連
携
し

て
水
際
で
食
い
止
め
よ
う
と
４
月

３
日
、
常
陽
銀
行
菅
谷
支
店
で
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
で
は
行

員
が
、
多
額
の
現
金
を
振
り
込
も

う
と
す
る
か
た
の
話
を
聞
く
間
に

警
察
に
通
報
す
る
様
子
が
再
現
さ

れ
、
参
加
者
一
同
は
事
件
防
止
へ

気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
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�
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３
月　

日
、「
第　

回
全
日
本
ア

２０

３２

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出

場
し
た
那
珂
第
一
中
学
校
吹
奏
楽

部
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
３
重
奏
）
が

金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
３

月　

日
、「
第　

回
全
日
本
中
学
生

２７

１３

･
高
校
生
管
打
楽
器
ソ
ロ
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
那
珂
第
一
中
学
校
の
菅

飛
翔
君
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）
が
一

位
を
受
賞
。
そ
し
て
、
全
体
の
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
日
頃
の

熱
心
な
練
習
の
成
果
が
栄
え
あ
る

賞
に
輝
き
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
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常
磐
自
動
車
道
東
海
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
が

完
成
し
３
月　

日
、
多
く
の
関
係

２９

者
の
出
席
の
も
と
開
始
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

東
海
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を

通
っ
て
常
磐
自
動
車
道
に
出
入
り

す
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
自
動
車
専
用
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
で
あ
る
東
海
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
。
那
珂
市
か
ら
も
常
磐
自
動
車

道
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
利
便
性

が
向
上
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

�
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�
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こ
れ
か
ら
学
校
へ
通
う
新
一
年

生
を
対
象
に
、
新
入
学
児
童
交
通

安
全
の
つ
ど
い
が
４
月
４
日
、
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

寸
劇
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
や

交
通
安
全
の
ア
ニ
メ
上
映
が
行
わ

れ
、
新
一
年
生
は
、
道
路
の
左
右

確
認
の
約
束
に
元
気
な
声
で
答
え

ま
し
た
。
ま
た
、
那
珂
高
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た

り
、
指
揮
棒
を
振
っ
た
り
、
白
バ

イ
・
パ
ト
カ
ー
に
乗
っ
た
り
と
、

交
通
ル
ー
ル
を
学
び
な
が
ら
楽
し

い
体
験
を
し
ま
し
た
。
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１６

３月１５日～４月１４日（敬称略）

那珂市立本米崎小学校 ３，２５１円
那珂市立第三中学校 ３０，６５８円
瓜連ボランティア ２９，８８４円
那珂市体育協会 １５，７８０円
匿名希望  １５０円
鹿島　正 ２００，０００円
野木　利三郎 １０，０００円
ぴっぴお話の会　南波　哲龍
 ４，４３３円
（財）日本原色押花福祉協会茨城支部
 ５０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

�����

���������	
��

� 人の動き �

那珂市の人口（４月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，７２８人 （－４９）
　女　　　２８，５３３人 （－３４）
　計　　　５６，２６１人 （－８３）
世帯数　　２０，５１９世帯 （＋２４）

○出生　２９人
○死亡　４８人

（３月１日～３１日）

��������	
���

��������	

　子どもたちの登下校時の交通
事故を少しでも減らしたいと３
月３１日、ひたちなか農業協同組
合から交通安全帽子５４１個の寄
付をいただきました。交通安全
への思いを込め、新入学児童全
員に配布されます。

��������	
�

��������	
���

��������	

　４月３日、常陽銀行菅谷支店
と瓜連支店の両支店長から、子
どもたちを犯罪から未然に防ぐ
ために、地域に役立ていただき
たいとの申出から、防犯ブザー
４９０個の寄付をいただきました。
このブザーは新小学１年生全員
に配布されます。

��������

��������

��

土金木水火月日

６５４３２１
１３１２１１１０９８７
２０１９１８１７１６１５１４
２７２６２５２４２３２２２１

３０２９２８

休館日
June

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税

 １期

○軽自動車税 全期

納期限：６月１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，６１７人

　（平成２１年３月末現在・
 前月比５５人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億７，００９万円

　（平成２１年３月・
 前月比１，６８９万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。



広報なか５月号１７

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／６月１６日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／６月１２日（金）　※受付は先着順
　　　１０：００～１５：００（昼休みを除く）
場所／市役所（本庁）　５階会議室
相談内容／

人権を侵害されている問題や家庭内の
もめごとなど
相談員／人権擁護委員
問い合わせ／市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／６月３日（水）、１０日（水）、
　　１７日（水）、２４日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

　農用地区域の土地を所有するかた
で、自己用住宅・農家住宅等転用計画
があるかたについては、除外申出を次
により受け付けますので、事前に相談
の上、手続きされますようお願いしま
す。
除外できる用件／

①平成２２年度内に確実に計画が実行さ
れること

②農用地区域外に代替えすべき土地が

ないこと
③除外後、農用地区域の集団性が保た
れること
④除外後、土地利用に支障が生じない
こと
⑤土地基盤整備事業が完了した年度
（工事の公告完了後）から８年が経過
した土地であること
※決定について、申出受付終了時から
７か月以上かかります。
除外申出受付／

６月１日（月）～３０日（火）
提出先・問い合わせ／

市農政課農政係

�２９８－１１１１　内線２３３

法律相談

人権相談を開設します

７日　ルリア記念クリニック
 （中里）
 �２９６－３３３３
１４日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）

�２９５－５３８６
２１日　岡田クリニック （後台）

�２７０－８１８８
２８日　那珂クリニック （中台）

�２９５－９８００

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

心配ごと相談

農業振興地域整備計画の
変更（除外）申出書の受付について

�������� 　平成２０年１１月から平成２１年３月
までにおける、『那珂市ふるさとづ
くり寄付』受入結果についてお知
らせします。
匿名 ４，０００，０００円
大和田泰夫様（宮城県）　 ３０，０００円
　このほかに、２０，０００円（１件）の
寄付を頂きました。
　皆様の善意に感謝申し上げま
す。
　
ふるさとづくり寄付に関するお問
い合わせは下記までお願いします。
◆寄付申し込み等について

　市財政課財政係

　�２９８－１１１１　内線５２２

◆税金の控除等について

　市税務課市民税係

　�２９８－１１１１　内線１６５

��������	
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１８
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■材料
【ゆで鶏】
鶏むね肉（２５０ｇ位） ……………１枚　　　
塩 …………………………………小さじ１　
砂糖 ………………………………小さじ１　
こしょう …………………………少々　　　
トマト ……………………………１個　　　
ブロッコリー ……………………適宜　　　
【新玉ねぎソース】
新玉ねぎ …………………………３５０ｇ　　　
にんにく …………………………１片　　　
酢 ………………………………… １２５cc　　　
サラダ油 ………………………… １２５cc　　　
砂糖 ………………………………７５ｇ　　　
塩 …………………………………２０ｇ　　　

■作り方
【ゆで鶏】
①調味料を混ぜて鶏肉の両面にすり込み、
ラップで包み一晩おく。

②①を１５分程水につけ、塩抜きする。
③厚みのある肉の部位を数か所竹串で刺し、
熱湯で８～１０分ゆでる。

④鶏肉はあら熱がとれたら、２～３mmにス
ライスする。

※ゆで汁は、野菜を加えてスープに利用でき
ます。

【新玉ねぎソース】
①玉ねぎ、にんにくは薄切りにする。
②材料をすべてミキサーにかける。
【盛り付け】
　皿にスライスした鶏肉を盛り、薄輪切りの
トマトとゆでたブロッコリーを添えて、新
玉ねぎソースをかける。

　市役所の仕事について「知りたいこと」「聞きたいこと」はあり
ませんか？講座を『出前』します！

　｢那珂市まちづくり出前講座｣は、市民の皆さんの学習活動に役
立てていただくため、皆様がたの学習会や集会などに市の職員が
講師として出向き、市役所の仕事の中で、ご希望のテーマについ
て説明する制度です。暮らしに役立つ情報や、最新の市政情報な
ども含まれています。

　市内に在住、在勤または在学するかたで構成するおおむね１０人
以上のグループ、団体等が対象です。

　年末年始の休日を除いた日の午前９時から午後９時までの間で
す。１講座の時間は９０分以内（質疑等の時間も含む）です。

　出前講座メニューの中からお選びください。出前講座メニュー
については、中央公民館、図書館ほか市内公共施設に置いてある
パンフレット、または市ホームページをご覧ください。ごみの減
量やリサイクルなど環境をテーマとしたもの、福祉・医療をテー
マとしたものなど全部で４７講座あります。なお、メニューに掲載
のない内容について受講を希望するかたは、事前に別途ご相談く
ださい。

　開催場所は市内に限ります。会場の確保や準備は講座を利用さ
れるかたが行ってください。

　無料ですが、教材費等を負担していただく場合があります。

　「出前講座受講申込書」を受講希望日の３週間前までに、市民活
動課に提出してください。提出方法は、市民活動課へ直接お申し
込みになるか、郵送またはFAX、Ｅメールでお申し込みください。
申込書は市民活動課窓口のほか、市ホームページから取得できま
す。また、市ホームページの申し込みフォームから直接申し込む
こともできます。
※説明終了後、質疑応答等を行いますが、出前講座は市政の説明
を行うもので、要望や苦情、交渉等を行う場ではありません。
趣旨をご理解の上、ご利用ください。

市民活動課自治推進係　�２９８－１１１１　内線４８４
FAX２９８－１３５７　Ｅメール　shimin-k@city.naka.lg.jp
※FAXの場合は、FAX受領確認のお電話を市民活動課自治推進係
までお願いします。
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■ソースはたっぷりできるので、あいた
ペットボトル等に入れて冷蔵庫で1週間
は保存できます。野菜サラダのドレッシ
ングとしてとてもおいしいです。

　　また、新玉ねぎは甘みがありクリー
ミーな味になるので、お子さんにもおす
すめです。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（子ども食部会）

伊藤敏子さん
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ヘルスメイトさんが作る健康料理�



広報なか５月号１９

菅
谷 

鈴
木　
　

歌
菜 

高
行

横
堀 

清
水　
　

音
色 

裕
隆

菅
谷 

中
原　
　

颯
悠 

秀
明

菅
谷 

宮
田　
　

奏
音 

知
昭

菅
谷 

�
畑　
　

美
桜 

哲
秀

杉 

�
橋　
　

飛
鳥 

裕
徳

菅
谷 

荻
野　
　

拳
士 

克
朗

鴻
巣 

細
谷　
　

夢
月 

佑
介

門
部 

仲
田　
　

光
希 

雄
輔

平
野 

宇
佐
美　

蝶
羽 

翼

杉 

小
薗
井　

文
音 

了

菅
谷 

渡
邉　
　

心
愛 

竜
之
介

飯
田 

山
�　
　

こ
こ 

将
志

菅
谷 

二
木　
　

陽
菜
乃 

幸
雄

菅
谷 

木
村　
　

葵
衣 

順
一

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

中
里 

小
川　
　

�
義 

　

歳
８５

瓜
連 

萩
野
谷　

市
左
衛
門 
　

歳
９４

額
田
東
郷 

平
山　
　

梅
乃 

　

歳
９４

飯
田 

小
林　
　

と
き
ゑ 

　

歳
８２

戸 

鹿
島　
　

と
き 

　

歳
８７

瓜
連 

田
口　
　

宏
道 

　

歳
８４

東
木
倉 

根
本　
　

茂 

　

歳
８３

鴻
巣 

吽
野　
　

榮 

　

歳
８４

古
徳 

寺
門　
　

金
次
郎 

　

歳
９２

堤 

澤
畑　
　

ふ
み 

　

歳
８７

菅
谷 

助
川　
　

ふ
み 

　

歳
８８

後
台 

鈴
木　
　

優 

　

歳
７４

中
台 

佐
藤　
　

照
子 

　

歳
７８

鹿
島 

堀
口　
　

繁
夫 

　

歳
７９

瓜
連 

須
藤　
　

�
之
丞 

　

歳
８０

堤 

住
谷　
　

善
洋 

　

歳
６７

額
田
北
郷 

宮
崎　
　

智
雄 

　

歳
５６

福
田 

助
川　
　

静
江 

　

歳
９０

飯
田 

青
山　
　

ま
つ 

　

歳
７９

戸
崎 

緑
川　
　

七
菜 

　

歳
１０

中
台 

松
�　
　

都
志
子 

　

歳
９４

後
台 

山
田　
　

弘 

　

歳
７０

下
江
戸 

飛
田　
　

ヱ
ツ
カ 

　

歳
８９

北
酒
出 

豊
嶋　
　

親
� 

　

歳
８６

後
台 

鴨
志
田　

藤
次
郎 

　

歳
８１

�
�
�
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住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

飯
田　
　

理
央 

晃
弘

杉 

白
井　
　

満
啓 

克
明

菅
谷 

山
�　
　

新
太 

武

後
台 

山
田　
　

喬
介 

明

南
酒
出 

小
野
瀬　

颯
汰 

勝
彦

瓜
連 

勝
村　
　

蘭 

幸
弘

堤 

大
山　
　

穂
楓 

剛

菅
谷 

後
藤　
　

園
果 

英
也

菅
谷 

鈴
木　
　

由
菜 

希
雄

菅
谷 

大
�　
　

桃
乃 

智
憲

額
田
北
郷 

鈴
木　
　

奏
太 

克
也

平
野 

武
士　
　

智
紀 

直
人

菅
谷 

飯
塚　
　

丈
一
郎 

俊
紀
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後
台 

根
本　
　

芳
之
介 

　

歳
８３

後
台 

塩
野　
　

弘
子 

　

歳
８４

戸
崎 

平
松　
　

孝
悟 

　

歳
８２

飯
田 

小
田
倉　

實 

　

歳
８２

杉 

瀬
谷　
　

ふ
く 

　

歳
８２

額
田
南
郷 

河
井　
　

百
合
子 

　

歳
５３

額
田
東
郷 

�
野　
　

せ
つ 

　

歳
９３

額
田
南
郷 

袴
塚　
　

キ
ヨ
エ 

　

歳
８６

菅
谷 

小
林　
　

き
み 

　

歳
８２

戸 

笹
嶋　
　

み
ど
り 

　

歳
８６

鴻
巣 

戸
川　
　

銀
治 

　

歳
８２

門
部 

大
内　
　

き
よ 

　

歳
８９

菅
谷 

宇
佐
美　

�
良 

　

歳
６１

本
米
崎 

佐
川　
　

彌
重 

　

歳
７２

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

介
護
難
民
認
認
介
護
や
春
み
ぞ
れ 

秋　

野　

三　

峰

阪
神
災
忘
れ
か
け
た
る
遠
隔
地 

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

 
啓  
蟄 
や
天
地
の
鼓
動
知
る
や
虫 

堀　

口　

泉　

流

け
い 
ち
つ

高
低
の
ま
ま
に
残
り
し 
斑 
雪 

栗　

原　

冨　

久

は
だ
れ

一
本
の
杭
が
分
け
お
り
春
の
水 

眞　

�　

一　

耕

つ
ぼ
め
た
る
傘
の
雫
も
春
の
音 

飯　

島　

カ
チ
子

日
脚
伸
ぶ
税
務
署
よ
り
の
封
書
来
る 

塙　
　
　

静　

風

菜
花
茹
で
ビ
ー
フ
で
巻
い
て
誕
生
日 

長
谷
川　

和
希
子

麦
踏
み
や
携
帯
電
話
腰
に
鳴
る 

鈴　

木　

三　

風

花
冷
え
の
夜
更
け
へ
つ
づ
く
琴
稽
古 

井　

坂　

光　

位

静
け
さ
や
土
筆
の
し
な
る
乳
母
車 

木　

内　

晴　

絵

友
を
訪
う
手
に
春
色
の
花
提
げ
て 

栗　

原　

三　

枝

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】那珂短歌会

館
内
は
靴
音
の
み
が
ひ
び
き
お
り
大
作
の
祈
り
に
息
を
呑
み
込
む 

小　

堆　

弘　

子

ベ
ビ
ー
カ
ー
押
す
人
杖
を
つ
く
人
も
見
上
げ
つ
つ
行
く
桜
咲
く
道 

塙　
　
　

紀　

子

鍬
振
る
い
峡
の
谷
津
田
に
青
年
は
春
の
ひ
と
日
を
汗
流
し
お
り 

大　

森　
　
　

満

マ
ッ
ト
レ
ス
に
前
転
す
る
た
び
四
歳
児
「
見
て
て
見
て
て
」
の 
眼 
が
踊
る 

桐　

原　

富
貴
子

ま
な
こ

久
慈
川
の
岸
辺
に
立
て
る
防
人
の
歌
碑
を
め
ぐ
り
て
初
燕
と
ぶ 

加　

藤　
　
　

要

亡
き
母
の
編
み
て
く
れ
た
る
襟
巻
を
笑
わ
れ
て
捨
て
し
を
今
も
悔
や
み
ぬ 

赤　

塚　

満　

夫

春
の
日
を
浴
み
て
高
所
に
作
業
す
る
電
工
の
腰
に
金
具
が
光
る 

小
田
倉　

玲　

子

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
く
る
り
と
回
り
た
り
得
意
満
面
の
一
年
生
の
孫 

大　

森　

勝　

代

お
悔
や
み
の
欄
に
見
つ
け
し
知
り
合
い
に 
無  
音 
の
つ
の
り
遠
く
祈
り
ぬ 

川　

上　

恵
美
子

ぶ 
い
ん

た
く
た
く
た
く
滴
た
ら
し
て
干
さ
れ
ゐ
る
冬
の
軒
端
に
猿
の
親
子
が 

和　

田　

智　

子



　顔を出す機会をうかがっていた
草花が一気に芽生える春。市内各
地でもさくら、菜の花などの花々
が見ごろを迎えました。 
　宮の池公園までお散歩に来た菅
谷保育所の子どもたちも、ぽかぽ

か陽気の中、さくらの花びらを手
に取ったりしながら心行くまでお
花見を楽しみました。 
　数多くの植物に出会うことがで
きるこの季節。身近な自然を感じ
てみてはいかがでしょうか。 

印刷／いばらき印刷株式会社 
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